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確かに、岩丼橋の下に、丘のような
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璧が見えるね。左の写真は、別の日に
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同じ場所で撮つたものなんだけど、
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流れている。

|よ この水、渡良瀬jllの水なんだ。

渡農瀬サ|||よ 、毎ヽつも |よ 岩丼 自の

手前で繭に新れて流れてしヽるけど、洪水で水が増えずぎた時|よ、こんな

風 |こ、岩丼橋やプールのある北(員」の河jl朧も水の通の道となる。り|の流れ

奄 2つに分ける水路だから『鯉旨;諄食≫露卜機購』 つて名前がつしヽてるよ。

琴懸見つけた璧1ま hな球攣塵』としヽつて、この分水路|こ流れ込んできた

水の動いや水位を推βえる役書彗がある。な下の国を見てこらん。渡良瀬川

から流れて来た水 |よ、一曼分水堰で壇き止め

られるので、下流 |こ流れていく本の量が飾廿御

されてしlるのがわかるね。分水堰を超えた分の

水量だけが流れていくので、分水堰から下流
じょうしょう こと

の、水位の上昇を抑える事がで締 んだ。町への
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)巳濫を防ぐために、様々な工夫がされてしヽる
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私たちに出来る「流域治水」には、浸画で紹介した “命を守る"対策の他に “水害を防ぐ"

取り組みもあります。例えば、大雨の日にお風呂の水を捨てない、庭に降る雨をバケツで

貯めておくなど、1人で出来る事はわずかでも、町のみんなで取り組めば、川に流れ込む

水を減らすことで氾濫を防ぐ事ができます。みんなで協力して町全体を守りましょう !
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すると荒くなる。
わた ら せ がわ

渡良瀬川でも
ひ がしヽ         たいふう   な まえ

大きな被害を出した台風の名前。

みなみ  しま

1南の島の王様。
もと

=元
はイン ド生まれの人気メニ

導 4～ 6年生は高学年、1～ 3年生は ?
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白く見える空気中の水分。地上の雲。
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リーンプラザ3階
:のふれあい館

コエ ―ルグア

たわ ら

至足利 IC

至佐野藤岡 IC至桐生

わた らせ 川のふれあい館 「せせ ら」

(エ コアールグリーンプラザ3階 )

〒326-0046栃木県足利市岩井町 465-1

丁EL&FAX 0284-44-3001

開館時間

4～ 6月及び9～ 3月 平日・休日ともに 10:30～ 16:00

7～ 8月  平日・休日ともに 9:30～ 16:45

体館日 毎週月・木曜日 (祝 日の場合はその翌日)

※7～ 8月 の休館は木曜日のみ

年末年始 (12/29～ 1/3)

入館料 無料   駐車場 あり

1

」R両毛線足利駅より徒歩 20分
東武伊勢崎線足利市駅より徒歩 25分

※館内は飲食禁止・禁煙です。

E

カ サ

についての情報はホ‐ムペニ

〒32610822

最寄り駅
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